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1　は じ め に

筆者が所属する地方独立行政法人東京都立産業技術研

究センター（都産技研）は，都内中小企業を技術的に支

援することにより都内中小企業の振興を図り，都民生活

の向上に寄与することを目的として，東京都により設立

された公設試験研究機関（公設試）である．公設試は，

地方自治体により設置され，地域の産業振興にかかわる

試験研究，技術指導等を担う組織であり，例えば都産技

研では，技術相談や依頼試験，さらに分析機器や試験機

等の設備貸し出し等による支援を通じて，産業界への技

術支援を行っている．なお，筆者が所属する部署では，

元素分析機能を有する透過電子顕微鏡（TEM-EDS）や

走査電子顕微鏡（SEM-EDS），誘導結合プラズマ発光

分光分析装置/質量分析装置（ICP-OES/MS），蛍光 X
線分析装置（ED-XRF，WD-XRF），フーリエ変換赤外

分光光度計（FT-IR），ガスクロマトグラフ質量分析装

置（GC-MS）など，数多くの分析装置を運用している．

企業から持ち込まれる分析に関する技術相談・依頼試験

は，製品の異常（変色，腐食，異物混入等）に関する内

容が多く，また依頼を持ち込む業種は，化学工業や機械

製品製造業，卸売業など幅広い．そのため，お客様が抱

えている問題を解決するための「最適な分析手法」を提

案するには，各種分析法についての経験や知識が必要と

なることから，分析化学に関する教育が非常に重要とな

る．

2　都産技研における分析化学教育

公設試における分析化学教育の例として，都立産技研

での人材育成について紹介する．都産技研では新人を採

用した場合，その教育係となるチューターを任命し，少

なくとも 1 年間はチューターによる指導の下で仕事を

行い，独り立ちに必要となる各種経験を積む．例えば分

析化学に関する教育では，最初に支援実績の多い異物分

析 で 良 く 利 用 さ れ る 分 析 機 器（ED-XRF，FT-IR や

SEM-EDS 等）の操作方法や原理を学び，並行して

チューターや他のベテラン職員が対応する技術相談に同

席することで，お客様が抱えている問題をどのように解

決に導くのか，その過程についても学んでいる．また近

年は，新人を含む全職員を対象とした教育手段として，

内部職員向けの勉強会を開催している．例えば，分析化

学に関連する勉強会として，「無機分析」，「有機分析」，

「電子顕微鏡」，「異物分析」や「定量分析」を題目とし，

その題目について精通した職員が講師を務め，分析の原

理や実際の分析例を紹介することで，各種分析法につい

ての理解を深めている．また座学以外にも，要望に応じ

て実際の装置を利用した実技指導も実施しており，受講

者の分析機器に対する習熟度に応じて内容を変えるなど

柔軟な対応を行っている．

一方，分析機器メーカーの努力により，現在の分析機

器は，機器の操作だけであれば比較的容易に覚えること

ができる．しかしながら，分析試料の前処理について

は，昔と変わらず熟練を要するものがある．筆者の所属

する部署で例を挙げると，ICP-OES/MS による固体試

料に含まれる微量元素の測定（前処理手法：酸分解・融

解処理・加圧酸分解等）や TEM-EDS によるミクロ領

域の断面観察・分析（前処理手法：収束イオンビーム

（FIB）加工等）等が，前処理作業に熟練を要する分析

の代表例である．固体試料の微量成分分析では，分析手

法として ICP-OES や ICP-MS を用いるため，試料を水

溶液化する必要がある．固体試料の水溶液化には，開放

系での酸分解や加圧酸分解，アルカリ融解法等，様々な

前処理手法があり，かつ使用する酸や薬品の組み合わせ

も無数に存在する．そのため，分析対象となる元素が揮

図 1　TEM-EDSによる断面観察用試料の前処理過程の例
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発や沈殿等で損失することが無く，かつ固体試料を水溶

液化可能な前処理ができるようになるには，熟練者の下

で年単位での教育を受ける必要がある．一方，TEM-
EDS によるミクロ領域の断面観察では，試料から測定

したい場所の薄片（厚さ 100 nm 程度）を取り出して，

TEM の試料台に固定する必要がある．図 1 に断面観察

用試料の前処理過程の例を挙げる．試料を FIB-SEM 複

合装置に入れ，SEM で観察しながら断面観察したい箇

所に保護膜を蒸着する（図 1（a））．その後，細く絞っ

た Ga イオンビームを照射することで周辺加工を行う

（図 1（b））．ピックアップ用の金属プローブと試料薄片

を接着した後，薄片を母材から切り離す（図 1（c））．

TEM 試料台に試料薄片を接着し，金属プローブと切り

離す（図 1（d））．TEM-EDS によるミクロ領域の断面

観察・分析を行う際には，このような微細加工技術の習

得が必須であるため，熟練者による長期的な指導が必要

である．このような長期的な指導を必要とする分析手法

については，人材の育成に時間と手間を要することか

ら，技術支援事業を遂行可能な技術を有する人員は多く

ない．そのため，これまでに蓄積した試料前処理に関す

るノウハウが途切れることが無いよう，計画的な教育に

より人材の育成を行うことが，都産技研における今後の

課題と言える．

3　公設試による人材教育

公設試では，産業人材の育成を目的として，様々な講

習会を開催している．例えば都産技研では，金属加工，

電気，光，音，環境，表面，バイオテクノロジー，情

報，デザイン，先端材料，3D ものづくり等，幅広い分

野について，基盤技術・技術動向・トピックス等を取り

上げて実施している．なお，分析化学に関する技術セミ

ナー・講習会として，2023 年度に開催する（した）も

のの例を挙げると，座学の「FIB-SEM 複合装置による

断面加工・観察・分析」，座学と実習の「講義と実習に

よる機器分析入門（有機分析）」がある．このような講

習会の開催案内については，各公設試の Web ページに

て公開されており，例えば都産技研で開催する各種技術

セミナー・講習会については，図 2 に示すように，開

催を予定しているものを含め Web ページ1）にて公開し

ている．興味のある方は近場の公設試の Web ページを

ご確認いただければ幸いである．

図 2　講習会の開催案内の一例
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文　　献

 1） 東京都立産業技術研究センター 技術セミナー・講習会の

ご案内

  〈https://www.iri-tokyo.jp/site/jinzai/seminar-annai.html〉， 
（accessed 2023.7.28）.
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